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8. 大園 恵梨子, 橋本 邦生, 佐々木 理代, 林田 拓也, 西口 奈菜子, 里 龍晴, 森内 浩幸, 根井 悠里江, 室田 浩之, 黒

田 揮志夫, 二口 充, 福岡 順也, 鈴木 貴久 クレアチンキナーゼ上昇所見を欠き筋炎特異抗体陰性で、診断が遅れ

た若年性皮膚筋炎の 1 例 長崎医学会雑誌 (0369-3228)94 巻 3 号 Page159-164(2019.12) 

B-c 
1. 二口 充 入門腫瘍内科学(改訂第 3 版） 総論 2-1-c）浸潤と転移、微小環境 南江堂コピー位置 

B-e 
1. 財前 圭晃, 日野 源, 富永 正樹, 田畑 和宏, 東 公一, 松本 桂太郎, 土谷 智史, 星野 友昭, 永安 武, 福岡 順也 

悪性胸膜中皮腫における生検検体と手術検体での組織型の検討 肺癌 (0386-9628)59 巻 6 号 Page932(2019.11) 

2. 田中 萌, 山本 和子, 由良 博一, 高園 貴弘, 石本 裕士, 宮崎 泰可, 坂本 憲穂, 財前 圭晃, 迎 寛 気管支鏡所見

が診断の契機となった異所性肺石灰化症の一例 気管支学 (0287-2137)41 巻 Suppl. Page S328(2019.06) 

3. 古川 智偉, 財前 圭晃, 黒田 揮志夫, 荘子 万能, 福岡 順也 肺の腺癌と扁平上皮癌の鑑別における人工知能の有

用性検証 日本呼吸器学会誌 (2186-5876)8 巻増刊 Page210(2019.03) 

4. 財前 圭晃, 黒田 揮志夫, 田畑 和宏, 橋迫 美貴子, 片岡 健介, 古山 和人, 白木 晶, 西村 浩一, 近藤 康博, 福岡 

順也 Scarred organizing pneumonia (Cicatricial variant of cryptogenic organizing pneumonia)における臨床像の検討 日

本呼吸器学会誌 (2186-5876)8 巻増刊 Page198(2019.03) 

5. 財前 圭晃, 小橋 保夫, 黒田 揮志夫, 田畑 和宏, 北村 由香, 櫻井 悠加里, 直海 晃, 米田 有希子, 斉藤 雄二, 福岡 
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順也 間質性肺炎 診断と予後 びまん性肺疾患に対する Transbronchial Lung Cryobiopsy と Surgical Lung Biopsy の

比較検討 日本呼吸器学会誌 (2186-5876)8 巻増刊 Page167(2019.03) 

6. 藤澤 朋幸, 福岡 順也, 上甲 剛, 近藤 康博, 小倉 高志, 井上 義一, 長谷川 好規, 稲瀬 直彦, 本間 栄, 須田 隆文, 

AMED 研究班 特発性間質性肺炎におけるクラウド型臨床・画像・病理統合データベースを用いた遠隔 MDD の有

用性 日本呼吸器学会誌 (2186-5876)8 巻増刊 Page140(2019.03) 

7. 山口 博之, 有働 恵美子, 古里 文吾, 福田 実, 福岡 順也, 芦澤 和人, 迎 寛 長崎大学病院におけるクリニカルシ

ークエンス実用化に向けた取り組み 肺癌 (0386-9628)59 巻 3 号 Page314(2019.06) 

8. 千住 博明, 小笹 睦, 緒方 良介, 道津 洋介, 嶋田 緑, 谷口 寛和, 行徳 宏, 山口 博之, 迎 寛, 福田 実, 三浦 清徳, 

福岡 順也 多発肺腫瘤を呈し、孤立性線維性腫瘍との鑑別が問題となった良性転移性平滑筋腫の 1 例 肺癌 

(0386-9628)59 巻 3 号 Page302-303(2019.06) 

9. 道津  洋介 , 緒方  良介 , 嶋田  緑 , 谷口  寛和 , 千住  博明 , 行徳  宏 , 山口  博之 , 福田  実 , 福岡  順也 , 迎  寛 

Pembrolizumabの治療効果の乖離により発見し得た PD-L1高発現肺腺癌と PD-L1陰性小細胞肺癌の 2重癌の 1例 気

管支学 (0287-2137)41 巻 Suppl. Page S336(2019.06) 

10. 榊 智佳, 安東 恒史, 今泉 芳孝, 山本 和子, 田中 萌, 財前 圭晃, 一瀬 将広, 古本 崇文, 橋本 美紀, 藤岡 真知子, 

坂本 光, 蓬莱 真喜子, 田口 正剛, 糸永 英弘, 佐藤 信也, 澤山 靖, 波多 智子, 迎 寛, 福岡 順也, 宮崎 泰司 副

甲状腺機能低下症を合併し異所性肺石灰化症を来した多発性骨髄腫  臨床血液  (0485-1439)60 巻 6 号 

Page724(2019.06) 

11. 冨野 千愛, 村山 直也, 鍬塚 大, 室田 浩之, 藤原 洸平, 今村 禎伸, 黒田 揮志夫, 福岡 順也 Endocrine mucin 

producing sweat gland carcinoma の 1 例 西日本皮膚科 (0386-9784)81 巻 3 号 Page244(2019.06) 

12. 石原 寛之, 山野 泰彦, 横山 俊樹, 松田 俊明, 片岡 健介, 木村 智樹, 近藤 康博, 福岡 順也, 上甲 剛 外科的肺

生検施行・分類不能型間質性肺疾患例の確信度に基づく診断法による再検討 日本呼吸ケア・リハビリテーション

学会誌 (1881-7319)29 巻 Suppl. Page157s(2019.10) 

13. 中司 交明, 土谷 智史, 松本 桂太郎, 宮崎 拓郎, 畑地 豪, 土肥 良一郎, 渡邉 洋之助, 谷口 大輔, 小畑 智裕, 福岡 

順也, 永安 武 当院で施行した悪性胸膜中皮腫手術症例の検討 肺癌 (0386-9628)59 巻 6 号 Page931(2019.11) 

14. 原田 淳樹, 左川 遼, 正戸 正人, 近藤 翼, 大坪 亜紗斗, 志田 洋平, 計屋 知彰, 木原 敏晴, 古里 文吾, 酒井 英樹 

骨盤内および傍大動脈リンパ節転移を伴う進行性精巣腫瘍に対して、集学的治療をおこなった 1 例 西日本泌尿器科

(0029-0726)81 巻増刊 Page171(2019.10) 

15. 山口 博之, 有働 恵美子, 古里 文吾, 福田 実, 福岡 順也, 芦澤 和人, 迎 寛 長崎大学病院におけるクリニカルシ

ークエンス実用化に向けた取り組み 肺癌(0386-9628)59 巻 3 号 Page314(2019.06) 

16. 澤瀬 寛典, 小澤 栄介, 岩津 伸一, 小松 直広, 有働 恵美子, 古里 文吾, 岩佐 悟, 益谷 美都子, 中尾 一彦 ERCC1

抗体による FOLFIRINOX 療法の治療効果予測 膵臓(0913-0071)34 巻 3 号 Page A161-A162(2019.06) 

17. 原田 淳樹, 相良 祐次, 近藤 翼, 荒木 杏平, 安田 拓司, 中西 裕美, 松尾 朋博, 大庭 康司郎, 宮田 康好, 酒井 英

樹, 高槻 光寿, 三浦 崇, 古里 文吾, 岩田 隆寿, 前田 兼徳 右心室に進展した腫瘍塞栓を伴う腎細胞癌の手術経験 

西日本泌尿器科(0029-0726)81 巻 2 号 Page238(2019.04) 

18. Ando K, Imaizumi Y, Yamamoto K, Tanaka M, Zaizen Y, Taguchi M, Sakaki C, Ichinose M, Furumoto T, Hashimoto M, 

Fujioka M, Sakamoto H, Hourai M, Itonaga H, Sato S, Sawayama Y, Hata T, Mukae H, Fukuoka J, Inoue D, Miyazaki Y. 

[Ectopicpulmonary calcification after parathyroidectomy in multiple myeloma]. Rinsho Ketsueki. 2019;60(7):785-790. doi: 

10.11406/rinketsu.60.785. Japanese. 

19. Araki K, Hakariya T, Shida Y, Miyata Y, Tabata K, Abe K, Fukuoka J, Sakai H. [A Case of Giant Adrenal Endothelial Cyst 

that was Discovered in Pregnancy and Caused Bleeding Three Years Later]. Hinyokika Kiyo. 2019 Jan;65(1):7-11. doi: 

10.14989/ActaUrolJap_65_1_7. Japanese. 
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論文研究業績集計表  
 
論文数一覧 

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2019 34 5 1 0 8 48 38 8 0 1 0 19 28 76 

 

学会発表数一覧 

 A-a 
A-b 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

A-b 

学会 
合計 B-a 

B-a 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

B-b 

学会 
合計 総計 

2019 5 0 7 12 5 1 19 25 37 

 

論文総数に係る教員生産係数一覧 

  

 欧文論文総数  

論文総数 

教員生産係数 

（欧文論文） 

 SCI掲載論文数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論文） 

2019 0.632 8.000 0.792 6.333 

 

Impact factor 値一覧 

  Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor 

2019 114.364 19.061 3.010 

 


